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し,農業 ･林業 ･漁業 ･鉱業を分析的に述べ,つい
で,第二次産業におよび,物資の移L乱入,貿易関係,
衛生,教育,金融に及んでいる｡東部ニ∴-ギニアに
















































































津 田元一郎 Lr=ァ ジ アに お け る教育の基本問
題』,民主教育 協会,東京,1965,81p.
アジアの教育を理解するには,西欧的視点からでな
く,アジア的視点から見なければならない｡教育の普
及がアジア開発の至上命令であるとしても,産業の発
逮,生活の水準,人口増加,植民地主義の残存等アジ
ア特有の社会構造に即応して考えなければならないと
いうのが著者の立場である｡本書は,文盲の問題,初
等教育,中等 ･高等教育,アジアの教育の諸問題の4
章から成っている小冊子であるが,著者の直接の見聞
と多くの資料によって,アジアの教育問題をその底に
横たわる社会構造との関連において科学的に分析した
学問的にも価値ある好著である｡
第 1章では,世界人口の半ば以上を占めるアジアに
おいて,文盲率がアフリカに次いで高いのは問題であ
るとして,国ごとに性別,年令別,人種列,宗教別に
分析し,教育の普及や経済発展と文盲解消との関係を
論じている｡
第 2章では普及の現状,インドとタイの初等教育,
教育浪費の問題を取 り上げている｡第 1の問題では,
全人口に占める就学者の比率をもって教育普及の指標
とすることの危険性を述べ,カラチ ･プランの誤 りを
指摘している｡第 2の問題では資料の関係上インドと
タイに限定し,就学率の伸びをわが国と比較し,数十
年のおくれを指摘している｡第 3の問題では,教育の
おくれた社会の特質としての遅滞や脱落の問題をとり
上げ,小学校を卒業するものは,日本,台湾,韓国を
除き半数以下に減ずることを指摘し,その原因を追求
している｡アジアの初等教育普及計画は,それぞれの
国の地理的 ･歴史的 ･社会的条件の検討の上に立てら
れなければならないというのが著者の見解である｡
第 3章では,中等 ･高等教育拡充の急務,試験制度
の問題をとり上げている｡カラチ ･プランは人権宣言
の立場から人間の権利として初等教育の普及をとり上
げたが, OECDやECAFEに見られる教育投資諭から
は,アジアの経済開発のためには,中等教育の拡充こ
そ先決であると主張する｡技術草進の時代に加速的に
近代化を達成しなければならないアジア諸国では,栄
熟練労働力よりも近代技術をになっていけるマン･パ
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